





















































































































































































記述の分類 高校生 分　　布 接近的感情 回避的感情 客観的感情
息　子 25．0 8．3 5．5 11．1
家庭内の様子 娘 22．9 3．8 6ユ 13．0
小　計 23．9 5．9 5．9 12．1
息　子 352 4．6 13．9
@　＊
16．7
学校内の様子 娘 27．5 3．1 6．1 18．3
小　計 3LO 3．8 9．6 17．6
息　子 3L5 1．9 4．6 25．0
内面的な自己表現 娘 41．2 5．3 6．1 29．8
小　計 36．8 3．8 5．4 27．6
息　子 3．7 0 0．9 2．8
外面的な自己表現
?
6．1 0 1．5 4．6
小　計 3．7 0 0．9 2．8
息　子 4．6 0 2．8 L9
身体・精神の健康 娘 2．3 0 0 2．3
小　計 3．4 0 1．2 2．1


























































達成行動の強さ（B） 27．9　＊　　49．0 39．1 12．5　　＊　　50．0 31．3
知名度と高業績（A） 34，9　＊＊　！2．2 22．8 12．5 0 6．2
社会活動の貢献（S） 13．9 12．2 13．1 62．5 43．7 53．！
知的能力の高さ（1） 0 4．1 2．2 0 0 0
性格や良い人柄（C） 23．3 22．5 22．8 12．5 6．3 9．4
＊P〈．05，　＊＊P〈．Ol
　これまでの『偉大性』要因に関する従来の研究（小学生，中学生，大学生，社会人を対象にし
ている）結果から，5因子（BASIC）構造仮説を提案してきた。そこで，母親が選択した記述
文章の文意が主として5因子構造のどの因子内容に相当するかの分類を試みた。表3は，分類後
の結果をまとめたものである。
　高校生の息子に対する母親の主張（43回答）の比率は，「A因子（知名度と高業績）」に関係し
た内容（勉強，部活，進路など二34．9％）が最も高く，娘に対する主張（122％）よりも1％未
満の危険率で有意（CR＝2．58，　P〈．01）である。おそらく，これは高校生活を通して実績をつ
むことを強く望んでいる姿であり，息子により強い期待を持っていると解釈できる。次に「B因
子（達成行動の強さ）」に関係した内容（態度，行動など127．9％）が続くが，これは娘に対す
る主張（49．0％）の方が5％未満の危険率で有意（CR　・＝2．06，　P〈．05）に高い結果である。母
親にとって，息子以上に娘の方がきちんと考えて行動していることを見極めたい姿であると考え
られる。娘に対する2番目に多い回答は「C因子（性格や良い人柄）」に関係した内容（性格の
やさしさ，思いやりなど：22．5％）である。この2因子で全体の70％を超える。ここからも，息
子には勉強や部活，進路，日常の態度，性格の良さなど，バランスが取れている人格像を求めて
いることが理解できる。一方，娘には態度や行動，性格の良さを強調する姿勢が見られる。
　この点に関して，3感情群のうちの特に接近的な感情（安心，喜び，期待など）の出現率を確
認すると，娘の「B因子」（50．0％）が5％未満の危険率で有意（CR　・　2．29，　P〈．05）に息子
（12．5％）よりも高い結果である。また，全体的には高い比率にないが，「S因子（社会活動の貢
献）」に関する内容が記述されている場合は，母親の望ましい期待や喜び（全体で53．1％）が表
現される。母親の我が子への願いが如実に示されているものと思われる。なお，「1因子（知的
能力の高さ）」に対する主張は，息子と娘の両方ともほとんど皆無に近い選択である。これらの
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ことから，母親は我が子の性格の良さを重要視する一方で，我が子が高校生活の中で懸命に努力
する姿を望み，その結果が実現できるように期待していると解釈される。
IV．結　　論
　以上の諸結果から，母親に対するTST形式による自由記述の結果をもとに，高校生の子ども
への捉え方を，おおむね次のように結論づけることができるであろう。
　（1）全般的傾向として，母親の記述内容は「内面的な自己表現」への見方が顕著である。特に
　　高校生としての「行動や態度」に関するもの，「性格の特性」に関するものが多い。以下，
　　「学校内の様子」「家庭内の様子」が続いている。
　（2）全般的傾向として，母親から見た高校生（息子，娘）への捉え方に顕著な性差があるとは
　　言い切れない。
　（3）記述を感情の側面から分類すると，高校生を第1には比較的客観的に，また冷静な目で捉
　　えていることがわかる。次に，高校生を心配や不満の目で見ている。安心感や喜びの表現は
　　かなり低い。
　（4）　「学校内の様子」をまとめると，いろいろな心配や不満を訴える傾向に性差（息子〉娘，
　　P〈．05）がある。
　（5）母親が一番主張したい側面を「BASIC」の観点から分類すると，次の順となる。
　　　　「行動の基準と努力（B）」（39．1％）
　　　　「仕事や業績（A）」（22．8％）
　　　　「性格や人柄（C）」（22．8％）
　　　　「社会活動の貢献（S）」（13．1％）
　　　　「知的能力の高さ（1）」（2．2％）
　　　2つの因子構造に性差が認められる。
　　　　「B因子」…………息子〈娘（Pぐ05）
　　　　「A因子」…………息子〉娘（P〈．01）
　（6）記述の感情群（客観的な感情群）は，「社会や家族への貢献（S）」が多い。また，接近的
　　な感情群の中で1因子分野に性差が認められる。
　　　　「B因子」・…・……・息子く娘（P〈。05）
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